
生産と技術 第59巻　第１号（2007）

96

「イモ掘りとは，阪大生との合コンのことである．」

そうか，阪大生は「イモ」ばかりなのか・・・．阪

大生が「イモ」と称される現実に衝撃を受けつつ，

気を取り直して，再度検索を続ける．「暗い，ネク

ラ，地味，ダサい，引っ越し要員・・・」，阪大生を

イメージする言葉はなんとネガティブな言葉が多い

ことか．これではバラ色の夢を語るどころではない．

なぜ，こんなイメージが定着しているのだろう

か？心当たりがあるとするならば，阪大生は若干で

あるが口下手であることだ．他大学の学生と比べて

「暗い」とか「ネクラ」とまで言われるほど差があ

るとは思えないが，誇張した笑い話などで，実際よ

りも悪いイメージが浸透している可能性は，ある．

その若干の差を詰めれば良いかというと，一旦定着

したイメージは簡単には払拭できない．それならば，

阪大生を口下手から話し上手に，しかも「英語で」

楽しい会話ができる様にすれば，阪大生のイメージ

を検索して「c o ol（イケてる）」，「a t t r a c t i v e（魅

力的な）」，「s o p h i s t i c a t e d（洗練された，あか抜け

た）」の単語が並ぶ日，すなわちバラ色の明日が来

るはずである．

ここで，英語でc o o lな会話をすることとタイトル

の「グローバルコンピテンシー」との関係を考えて

みる．英語でc o o lな会話をするためには，話題を提

供できる教養，会話をリードする技術，自分の意見

を述べる能力が要求される．一方，グローバルコン

ピテンシーは，「多国籍・多文化の環境で自分の力

を十二分に発揮できる能力」である．この能力を身

につける為には，自身の専門で十分な実力を持つこ

とは勿論であるが，ディスカッションやプレゼンテ

ーションの能力を含めたコミュニケーションをデザ

阪大生のイメージ

新春にバラ色の夢を語れとの仰せである．大阪大

学の学生，巷で阪大生と呼ばれる彼らのバラ色の未

来について考えようと，とりあえず現在の彼らのイ

メージを，様々なキーワードで検索してみた．する

と，強烈な言葉が目に入った．
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連のトピックのリーディングと，大阪大学の海外拠

点との遠隔授業で行う英語ディスカッションを含ん

でいる．リーディングでは，英語の文章に特徴的な

構造を意識しながら，様々な種類のエッセイに触れ

ると同時に，専門分野で実際に使用されている文書

も学習できるようにコンテンツをデザインしてい

る．

授　　業

平成1 8年度の４月より，前年度に開発が終了し

たバイオテクノロジー分野のコンテンツを利用した

授業を行っている．学生は能力別のクラス編成では

ない為，各学生の能力差を意識した授業運営が必要

である．従って，第１回目の授業でのオリエンテー

ションでは，初級，中級，上級の各レベルに向けて

設定した学習方法を提示し，これにより，上級者に

合わせた授業に初心者がついて来れなかったり，初

心者向けの授業内容で上級者が退屈するなどの問題

が生じることなく，各自のレベルに合わせた学習が

可能となった．また，授業時間だけ学習させるので

はなく，予習・復習を促す工夫を行った．授業の前

週に学習内容の予告としてP r e - T e s tを実施するこ

とで，学生に興味を持たせ，予習をすることを促し，

授業の次週にP o s t - T e s tを行うことで復習を促して

いる．ログを解析した結果，自習を行っていない学

生は，僅かに１人であり，残る4 4人の平均の自習

時間は，約1 . 3時間／週であった．大学における英

語の授業では学生が予習や復習をしないことが問題

となっているが，本授業の場合，ほとんどの学生が

e - L e a r n i n gの教材で自習を行っていることから，

学生の動機づけの面から非常に高い効果が得られた

と考えている．また，リスニングに加えて，話す訓

練の為に，授業でロールプレイを取り入れている．

登場人物の一人を学生が受け持ち，残りの登場人物

の発音をP Cが行う自習形式と，学生同士がペアを

作って，各自が登場人物の役割を受け持って会話を

する方法の両方を行っている．

真の国際人育成を目指して

このように，本プロジェクトのe - L e a r n i n gプロ

グラムでは，オーラルコミュニケーションに重点が

置かれ，学生の専門分野に関連する英語を積極的に

話したり，聞いたりすることができる能力の育成を

インする技術が必要と考えている．そういったグロ

ーバルコンピテンシーを身に付けるための教育を行

うことで，同時にc o o lでa t t r a c t i v eな阪大生が生ま

れるはずである．

教育デザイン

現在大阪大学では，グローバルコンピテンシーを

修得するためのe - L e a r n i n g教育を展開中である．

このe - L e a r n i n gプログラムは，平成1 7年度に大阪

大学で採択された文部科学省の「現代的教育ニーズ

取組支援プログラム（現代G P）」によって実施され

ており，コンピュータ上で学習できる専門分野に直

結したE S P（English for Specific Purposes = 専

門分野別の英語）教材を開発し，それを用いた英語

教育を実施することを目的としている．本教育の理

念であるグローバルコンピテンシーを修得させるた

めに，以下のようにカリキュラムとコンテンツの設

計を行った．

現状のカリキュラムでは，一般英語の読み書きや

リスニングをトレーニングする科目は１，２年次の

学生に対して開講されており，さらに工学部では専

門英語が修士課程に対して行われている．しかし，

研究室に配属される４年次までには，専門英語を使

いこなせることが望ましい．そこで，本プロジェク

トのe - L e a r n i n gコースを学部２年次の英語科目と

置き換える形で単位化し，さらに，３年次に自習型

授業としての導入を目指した．

コンテンツは，１）専門知識に関しては２年次生

に理解できるレベルに合わせること，２）英語によ

るプレゼンテーションやディスカッションの基礎が

学べること，３）各自のレベルに合わせた学習がで

きること，４）理系だけでなく文系の学生でも理解

ができ，将来文系の英語授業にも応用可能な教材で

あること，４）実際の英語使用に即した生きた英語

であることを目標に開発した．平成1 7年度に完成

したバイオテクノロジー分野のシラバスを，表１に

示す．前期に用いる「バイオテクノロジー英会話」

は，身近なバイオテクノロジーに関する話題を取り

上げた５コマ分の英会話と，プレゼンテーションの

基礎と重要な言い回しを学習させる７コマ分のコン

テンツからなっている．また，後期の授業で用いる

「バイオテクノロジーB A S I C」は，狂牛病（B S E）

などの最近話題になっているバイオテクノロジー関
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目指している．この授業では，概ね良好な学習効果

が検証されており，このプログラムで学生のオーラ

ルコミュニケーション能力を伸長させることができ

ると考えている．しかしながら，英語が使えるだけ

では真の国際人とは言えない．国際的に評価される

には，言語的な能力はひとつの要素でしかなく，専

門分野をはじめとする様々な分野での深い知識と幅

広い教養，自国や他国の文化に関する理解，そして，

相手を尊重する態度と心情を推し量れる想像力な

ど，総合的なコミュニケーション能力が重要ではな

いだろうか．このプログラムが受け持つのは，国際

教育全体の中の一部ということになるだろう．私た

ちプロジェクト事務局が願うのは，この教材が学生

諸君のバラ色の明日を実現するための，小さいが重

要な一歩となることである．


